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次いで、②北海道・東北 6 名（19.4％）、③関東 5 名































































パートのみ 18カ所 8 カ所 10カ所 0
常勤のみ 3 カ所 3 カ所 0 0
常勤とパート 3 カ所 3 カ所 0 0
正規職員のみ 2 カ所 2 カ所 0 0
正規職員とパート 2 カ所 2 カ所 0 0
正規職員と常勤 1 カ所 1 カ所 0 0
養護教諭
看護師免許のある
養護教諭を配置 4 カ所 3 カ所 1 カ所 0
特に考慮なし 24カ所 15カ所 8 カ所 1 カ所
無回答 3 カ所 1 カ所 1 カ所 1 カ所























（63.2％）で、配置人数は、 1 校あたり、 0 ～ 7 名
であった。配置の目安は、看護師はすべて指導看
























































































































パート看護師のみ 18（62.1％） 8 （44.4％） 10（100%） p＝ .002**




医療的ケア検討委員会 26（90.0％） 18（94.7％） 8 （80％） 重複
回答看護師と教諭との会議 20（69.0％） 12（63.2％） 8 （80％）
看護師間の会議 19（65.5％） 13（68.4％） 6 （60％）
学校保健委員会 10（34.5％） 7 （36.8％） 3 （30％）




委員である 23（79.3％） 17（89.5％） 6 （60％） p＝ .063
委員ではない
できる時に参加
する 5 （17.2％） 2 （10.5％） 3 （30％）





体制あり 19（65.5％） 13（68.4％） 6 （60％） p＝ .043*
できる時同行 8 （26.6％） 6 （31.6％） 2 （20％）
同行していない 2 （6.9％） 0 2 （20％）
外部との医ケア
会議
あり 23（79.3％） 16（84.2％） 7 （70％） p＝ .369
なし 6 （20.7％） 3 （15.8％） 3 （30％）
学内の看護師へ
の支援体制 相談体制
ある 29（100％） 19（100％） 10（100％） －
ない 0 0 0
研修
ある 26（90.0％） 16（84.2％） 10（100％） p＝ .184
ない 3 （10.0％） 3 （15.8％） 0
賠償責任保険の
加入
あり 2 （6.9％） 1 （5.3％） 1 （10％） p＝ .288




知っており参考にする 16（55.2％） 7 （36.8％） 9 （90％） p＝ .054 
知っているが活用せず 9 （31.0％） 8 （36.8％） 1 （10％）
知らない 3 （10.3％） 3 （15.8％） 0
無回答 1 （3.5％） 1 （5.3％） 0
看護系大学との
連携
ある 13（44.8％） 10（52.6％） 3 （30％） p＝ .244
ない 16（55.2％） 9 （47.4％） 7 （70％）
看護協会との連
携
ある 18（58.6％） 12（57.9％） 6 （60％） p＝ .760
ない 11（37.9％） 7 （36.8％） 4 （40％）




















































































指導看護師を相談役に位置づけている  1カ所（ 3.4％）
非常勤看護師の相談役に常勤看護師を配
置している  1カ所（ 3.4％）
看護師の相談役として教育委員会に看護
師を配置している  1カ所（ 3.4％）
表 4　看護師が職場の中で相談できる体制について
（複数回答）（n=29）
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